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【概要】 

本稿では、カンボジアの農村部における障害や地雷による手足の切断が貧困への与える影響を検証し

ている。貧困層の人々の行動は、村落内の地雷事故に対する個人の脆弱性に依存している。地雷の手足の

切断は労働生産性を低下させる可能性があり、切断者は差別などの深刻な労働市場の制約に直面する可

能性がある。さらにこうした障害の有無は子供の教育にも影響を与える可能性がある。傾向スコアマッ

チングを用いて分析している。 

 

【サンプル】 

 

 

 

【結果】 

①障害が子どもの就学と児童労働の両方に悪影響を及ぼすことが見出されている。 



 

 

②手足切断は消費と所得を大幅に減少させるが、主観的な幸福（すなわち適応）は減少させず、貧困を増

大させることが明らかになった。障害は、仕事の減少、低収入、生産的資産と社会資本の限られた蓄積と

いう悪循環を誘発する。 

 

 

【限界】 

サンプル数の少なさ（地雷による手足の切断者に焦点を当てているため 

 

 

 

 


